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Ⅰ．これまでの路網整備の考え方

➢平成21年12月に策定された「森林・林業再生プラン」を着実に推進するため、検討委員会を設置。

➢路網を構成する道を、車道である「林道」と「林業専用道」、主として林業用の機械が走行する「森林作業
道」に区分し、これらを長期にわたって使用していくことを前提に路網を整備。

➢林地の傾斜度に着目し、作業システムに必要となる路網密度の目安をとりまとめるとともに（地形・傾斜・
作業システムに対応する路網整備水準の目安）、作業システムの例を提示。

路網・作業システム検討委員会（平成22年）

➢前回の森林・林業基本計画の策定から５年が経過し、今後の路網整備の方向、作業システムの考え方、路網
整備水準等について再考。

➢次回の森林・林業基本計画においても、現行の路網整備水準を踏まえ、林道等の望ましい延長の目安、１０
年後の林道等の延長の目安を検討 など。

路網整備検討会（平成27年）

➢「路網・作業システム検討委員会」での検討結果を踏まえ、「指向する森林の状態に応じた路網整備の対象
地についての考え方」、「傾斜区分別の作業システムに応じた路網整備水準の基本的な考え方」を基本計画
に反映。

森林・林業基本計画（平成23年）

➢ 路網整備検討会で整理した「路網整備の考え方」や「目標とする路網延長」等の考え方について、現行の
森林・林業基本計画に反映。

森林・林業基本計画（平成28年）
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■ 多様で健全な森林への誘導

育成複層林
680万ha

天然生林
1,380万ha

育成単層林
1,030万ha

林地生産力が低く、急傾斜で、車道から
の距離が遠いなど社会的条件も悪い人
工林は、モザイク施業や広葉樹導入等
により針広混交の育成複層林に誘導。

○ 森林の機能とその機能を発揮する上で望ましい森林の姿を目指し整備・保全を進める必要。

○ 傾斜等の自然条件や車道からの距離が近い等の社会的条件も良い森林（育成単層林）で先行的に路網を整備するほ

か、主伐後の植栽による確実な更新により循環利用を図る。

○ 自然条件や社会的条件が不利な森林については、モザイク施業等により育成複層林へと効率的に誘導するほか、原

生的な天然生林は適切に保全するとともに、山村等の集落周辺に存する里山林は保全管理及び利用を推進。

Before After

防災・減災のため、
国土保全を推進。

育成複層林
100万ha

天然生林
1,170万ha

育成単層林
660万ha

利用

適切な
間伐の実施

公益的機能を持続的
に発揮し、将来の森
林管理コストの低減
にも寄与

主に自然散布の種子
の発芽・生育により成
立・維持

樹齢・樹高が複数の
森林として人為により
成立・維持

育成単層林

樹齢・樹高が単一の
森林として人為により
成立・維持

多様で健全な
森林へ誘導

育成複層林

育成

伐採植栽

原生的な森林生態系や
稀少な生物が生育・生息
する森林等は、適切に保
全を行う。

林地生産力が高く、傾斜が緩やかで、
車道からの距離が近いなど社会的条
件も良い人工林は、確実に更新して育
成単層林を維持。

注１：林地生産力は、樹木の平均成長量を基に、
高（８㎥以上/年以上）、中（５～８㎥/年）、低（５㎥/年未満）と区分。

注２：傾斜は、作業システムへの対応や土壌保全等の公益的機能発揮の観点から、
急（３０度以上）、中（１５～３０度）、緩（１５度未満）と区分。

天然生林

１．望ましい森林の姿
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